
巻頭エッセイ

二
○
○
五
年
国
土
総
合
開
発
法
が
改
正
さ
れ
、
新
た
に
国
土
形
成
計
画

法
が
成
立
し
た
。
新
し
い
国
土
計
画
の
特
徴
は
、
成
長
時
代
の
「
国
土
開

発
」基
調
か
ら
成
熟
時
代
の
「
国
土
整
備
」基
調
へ
、
計
画
づ
く
り
の
「
中

央
集
権
主
義
」
か
ら
「
地
方
分
権
主
義
」
へ
の
転
換
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

国
土
形
成
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
・
目
標
・
施
策
を
「
全
国
計
画
」
で
、

知
事
や
政
令
都
市
の
市
長
、
国
の
支
分
局
長
等
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る

「
協
議
会
」
で
そ
れ
ぞ
れ
の
「
広
域
地
方
計
画
」
を
作
成
す
る
二
層
構
成

と
し
、
個
別
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
地
方
計
画
に
盛
り
込
む
こ
と
に
な
っ

た
。新

法
施
行
後
す
ぐ
に
、
国
土
審
議
会
は
全
国
計
画
の
策
定
と
地
方
圏
域

の
設
定
作
業
に
入
り
、
私
は
後
者
の
部
会
に
属
し
、
圏
域
策
定
に
参
画
し

た
。
そ
こ
で
の
議
論
の
主
流
は
、
①
圏
域
内
に
自
立
的
な
発
展
を
牽
引
す

る
だ
け
の
大
都
市
や
産
業
集
積
が
あ
り
、
か
つ
そ
れ
を
支
え
る
水
・
森
林

資
源
お
よ
び
食
糧
生
産
可
能
な
多
自
然
居
住
地
域
が
存
在
す
る
こ
と
、
②

二
○
世
紀
の
太
平
洋
の
時
代
に
対
し
、
二
一
世
紀
は
日
本
海
お
よ
び
東
シ

ナ
海
と
の
結
合
が
格
段
に
進
む
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
圏
域
が
両
太
洋

に
面
す
る
こ
と
、
③
人
口
・
面
積
・
経
済
規
模
で
圏
域
間
に
大
き
な
格
差

が
生
じ
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
、
以
上
の
三
点
に
集
約
さ
れ
て
い
た
。

具
体
的
に
は
、
東
北
、
関
東
、
近
畿
、
九
州
は
こ
の
条
件
を
満
た
す
も

の
の
、
北
陸
、
四
国
に
つ
い
て
は
規
模
が
小
さ
く
、
そ
れ
ぞ
れ
中
部
、
中

国
と
一
体
化
す
る
こ
と
が
有
力
案
と
し
て
提
起
さ
れ
た
。
し
か
し
、
地
方

の
行
政
や
経
済
界
は
、
こ
こ
で
の
圏
域
設
定
が
予
想
さ
れ
る
道
州
制
の
圏

域
設
定
と
直
接
結
び
つ
く
も
の
と
し
て
強
く
抵
抗
し
、
結
局
、
そ
れ
ぞ
れ

が
独
自
圏
域
と
さ
れ
た
。
道
州
制
が
近
い
将
来
実
現
さ
れ
る
期
待
と
不
安

が
地
方
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
強
く
実
感
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
首
都
機
能
移
転
へ
の
気
運
は
、
人
口
減
少
、
国
家
財
政
難

に
よ
る
公
共
投
資
制
約
、
そ
し
て
石
原
東
京
都
知
事
の
強
い
反
対
姿
勢
な

ど
か
ら
急
速
に
減
退
し
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
構
造
改
革
路
線
に
よ
る
大

都
市
圏
中
心
の
投
資
政
策
に
よ
っ
て
、
首
都
圏
へ
の
人
口
の
一
極
集
中
は

ま
す
ま
す
加
速
し
、
是
正
す
る
効
果
的
政
策
は
提
起
さ
れ
て
い
な
い
。
ま

た
、
政
府
の
公
表
資
料
に
よ
る
と
、
今
後
三
○
年
以
内
の
南
関
東
、
東
海
、

東
南
海
、
南
海
大
地
震
の
発
生
確
率
は
五
○
〜
八
六
％
と
非
常
に
高
い
値

を
示
し
て
い
る
。
首
都
機
能
移
転
が
提
起
さ
れ
た
背
景
と
な
っ
た
要
因
は
、

逆
に
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

一
方
で
の
右
肩
下
が
り
の
首
都
機
能
移
転
ム
ー
ド
と
他
方
で
の
右
肩
上

が
り
の
道
州
制
な
ど
地
方
分
権
期
待
ム
ー
ド
、
こ
の
二
つ
の
流
れ
が
ク
ロ

ス
す
る
と
こ
ろ
に
新
た
な
戦
略
が
設
定
さ
れ
る
。
道
州
制
の
導
入
に
よ
る

地
方
分
権
の
徹
底
と
地
方
中
枢
・
中
核
都
市
機
能
の
強
化
、
中
央
集
権
の

弱
体
化
と
首
都
機
能
の
縮
小
、
そ
し
て
大
地
震
対
策
と
し
て
「
小
さ
な
首

都
」
の
安
全
な
地
域
へ
の
移
転
で
あ
る
。

（
や
だ　

と
し
ふ
み
／
北
九
州
市
立
大
学
学
長
）

道
州
制
と
「
小
さ
な
首
都
」
移
転
を
結
合
し
た
新
戦
略
を

矢
田
俊
文

1 ─アジ研ワールド・トレンド　No.142（2007．7）


